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稲垣　勝也（㈱ｻｶﾓﾄ）
1. 福島県開催の経緯
今回の協議会は、埼玉県の設営で当初7月に同県で行われる予定だったが、今後も復興に時間がかかることが予想される福島県内で開催し、消費することで復興支援の一助になればとの、青年部会長及び埼玉県仁平理事長の考えから、福島県での開催となった。また、親組合の関東甲信越ﾌﾞﾛｯｸ会議も埼玉県の当番であった為、同時開催となる運びとなった。
2. 協議内容
1 ﾀｲﾔ公正取引協議会の渡邊専務理事から、最近ﾀｲﾔ専業店から報告される問題点について紹介があった。ﾒｰｶｰ直営店などとの差別も報告される中、これからの時代大きな組織と対抗するには、小さな会社も纏まって行く必要があるかも知れない。ﾀｲﾔ組合で協力し、ﾀｲﾔを仕入れることは可能であるので、その様な検討をする場合、公取協も可能な限りﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟするとのｺﾒﾝﾄを頂いた。
2 全タ協連の菅井専務理事から、ﾀｲﾔ整備士についての進捗状況の説明があった。平成25年度の二養講習に向け、親組合で日整連と協議中であるが、受講者の数が少ない場合、交渉も難しくなって行くとのこと。
3. 感想
今回青年部協議会に出席させて頂きましたことにつき、静岡県ﾀｲﾔ商工協同組合理事の方々、及び組合員の皆様に感謝申し上げます。今回の協議会は、異例中の異例で懇親会形式での会となり、親睦を深めることがﾒｲﾝの様に感じられました。途中、福島県の長谷川副理事長からお礼のｽﾋﾟｰﾁもあり、それなりに意義のある協議会ではなかったかと思います。共同仕入については、検討する価値があるかも知れませんが、各店の仕入価格差など問題点もあると感じます。我々を取り巻く環境は厳しい時代ではありますが、今回親睦を深めた方々とも協力し、乗り切って行きたいと思います。
